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砺波平野断層帯 

富山 

福井 

岐阜 

金沢 金沢 

呉羽山断層帯 

森本・富樫断層帯 

９
月
１
日
は
関
東
大
震
災
が
発
生
し
た
日
で
あ
り
、
１
９
６
０
年
こ
れ
を
教
訓
に
こ
の
日
は「
防
災
の
日
」に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、こ
の
時

期
は
台
風
が
多
く
発
生
し
ま
す
。
去
年
、
日
本
列
島
に
上
陸
し
た
台
風
は
10
個
、
気
象
庁
に
よ
る
統
計
上
過
去
最
多
に
な
り
ま
し
た
。
自
然
の
脅
威

に
は
あ
ら
が
い
が
た
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
十
分
な
備
え
を
す
れ
ば
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
皆
さ
ん
も
防
災
の
こ
と
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

備
え
を
も
っ
て
立
ち
向
か
う

石
川
県
を
走
る
断
層
、
森
本
・
富
樫
断
層
帯
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断
層
の
危
険
性

森
本
・
富
樫
断
層
帯
は
、
津
幡
町

か
ら
金
沢
市
を
経
て
、
旧
鶴
来
町
に

至
る
長
さ
約
26
ｋｍ
の
断
層
帯
で
す
。

２
０
０
１
年
の
調
査
に
よ
る
と
こ
の

断
層
帯
の
今
後
30
年
間
の
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
７
以
上
の
地
震
発
生
確
率
は

最
大
で
５
％
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
数
字
は
全
国
的
に
み
て
も
高
い

も
の
で
、
森
本
・
富
樫
断
層
帯
は
危
険

な
断
層
帯
の
部
類
に
入
り
ま
す
。
ま

た
、
富
山
県
に
も
砺
波
平
野
断
層
帯

な
ど
が
あ
り
、
い
つ
こ
れ
ら
の
断
層
で

地
震
が
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

過
去
の
地
震

過
去
に
起
こ
っ
た
森
本
断
層
に
よ

る
地
震
と
し
て
１
７
９
９
年
の
金
沢

地
震
が
あ
り
ま
す
。
古
文
書
に
よ
る

と
、
県
境
の
倶
利
伽
羅
付
近
か
ら
金

沢
に
か
け
て
の
揺
れ
が
大
き
く
、
京

都
や
甲
府
で
も
揺
れ
を
感
じ
た
と
あ

り
ま
す
。
こ
の
地
震
に
よ
り
、
内

で
は
黒
津
船
神
社
神
主
宅
で
砂
丘
が

崩
れ
４
名
が
圧
死
、
宮
坂
で
漁
師
の

家
の
う
ち
６
軒
が
砂
石
の
下
に
な
り

５
名
が
死
亡
す
る
な
ど
、
大
き
な
被

害
が
出
ま
し
た
。
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家
庭
で
の
備
え

広
域
行
政
に
よ
る
防
災

避
難
場
所
の
確
認

内

町
で
は
小
、
中
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
や
公
園
な
ど
を
避
難
場
所
と

し
て
指
定
し
て
い
ま
す
。
各
避
難
場

所
に
は
看
板
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

内

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
も

避
難
場
所
、
避
難
所
の
一
覧
を
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
自
宅
か
ら
一
番

近
い
避
難
場
所
と
そ
こ
ま
で
の
ル
ー

ト
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と

き
、
救
援
体
制
が
整
う
ま
で
に
は
３

日
程
度
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
間
を
自
力
で
乗
り
切
る
た

め
に
、
必
要
な
も
の
を
す
ぐ
に
持
ち

出
せ
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
準
備
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

〈
非
常
持
ち
出
し
品
の
例
〉

貴
重
品

非
常
食
品

ラ
ジ
オ

懐
中
電
灯（
予
備
電
池
多
め
に
）

応
急
医
薬
品

な
ど

金
沢
市
・
内

町

災
害
相
互
応
援
協
定

締
結

８
月
18
日（
木
）金
沢
市
役
所
で

金
沢
市
・
内

町
災
害
相
互
応
援
協

定
が
結
ば
れ
ま
し
た
。
大
規
模
災
害

な
ど
が
発
生
し
た
際
に
市
町
の
枠

を
こ
え
、
広
域
的
な

対
応
の
必
要
性
が

求
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
職
員
の
派
遣

や
物
資
の
提
供
に

つ
い
て
の
手
続
き
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
協
定

に
は
「
住
民
の
連

携
・
協
力
」
と
い
う

条
項
が
盛
り
込
ま

れ
、
行
政
の
み
で
は

な
く
、
両
市
町
の
住

民
は
日
頃
か
ら
訓

練
や
研
修
等
を
通

じ
て
互
い
に
連
携

し
て
地
域
の
防
災

力
向
上
を
図
り
、
災

害
時
に
は
協
力
し

合
っ
て
被
害
の
軽
減
に
努
め
る
こ
と

も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

金
沢
市
、
内

町
の
合
同
で
の
住
民

参
加
の
防
災
訓
練
な
ど
も
考
え
ら

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ご存知ですか？内 町総合公園の大型船型遊
具の内部は防災備蓄倉庫になっています。投光機
などの防災機材や毛布、おおなべや食器、備蓄食
料などの生活関連物資が保管されています。備蓄
倉庫は内 町役場にもあり、計画的に毎年物資を
少しずつ増やしています。

特定の条件が発生しやすい日を特異日といいま
す。昭和29年洞爺丸台風、昭和33年狩野川台風、
昭和34年伊勢湾台風。災害史に名を残すこの3
個の台風は偶然とはいえ全てその年の9月26日に
日本列島に上陸しています。そのため9月26日は
「台風の特異日」とか「魔の9月26日」などと呼ばれ
ています。
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自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

自
主
防
災
組
織
と
は
な
に
か

地
震
に
せ
よ
、
台
風
に
せ
よ
、
防

災
関
係
機
関
が
災
害
発
生
直
後
、
直

ち
に
す
べ
て
の
現
場
に
対
応
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
す
。
そ
の
よ
う
な
時

に
最
も
力
に
な
る
の
は
、
そ
こ
に
住

む
人
々
の
知
恵
と
協
力
で
あ
り
、
こ

れ
を
組
織
化
し
た
も
の
が
自
主
防

災
組
織
で
す
。
自
分
自
身
の
安
全
を

確
保
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
す

が
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
る
」を
合
言
葉
に
地
域
で
活
動

す
る
こ
と
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

自
主
防
災
組
織
に
対
す
る
支
援
な
ど

自
主
防
災
組
織
防
災
資
機
材
等

整
備
費
補
助
金

内

町
で
は
、
町
内
の
自
主
防
災

組
織
に
対
し
て
防
災
活
動
に
必
要
な

資
機
材
や
資
機
材
倉
庫
の
整
備
に

要
す
る
費
用
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。「
防
災
資
機
材
」に
関
し
て
は
30

万
円
を
限
度
額
と
し
、
整
備
に
要
す

る
費
用
の
二
分
の
一
を
、「
防
災
資

機
材
倉
庫
」に
関
し
て
は
１
０
０
万

円
を
限
度
額
と
し
費
用
の
全
額
を

補
助
し
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
に
よ
る
防
災
訓
練

に
関
し
て

自
主
防
災
組
織
が
行
う
防
災
訓

練
に
つ
い
て
は
、
町
と
し
て
も
可
能

な
限
り
協
力
し
ま
す
。
備
蓄
食
料
の

配
布
や
内

町
消
防
本
部
職
員
に

よ
る
指
導
、
助
言
、
救
急
講
習
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

内
　
町
で
は
、
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聴
き
す
る
た
め
、「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」や「
ま
ち
づ
く
り

町
長
談
話
室
」、「
意
見
箱
」、「
メ
ー
ル
」の
受
け
付
け
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
積
極
的
な
ご

意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
や
町
づ
く
り
談
話
室
な

ど
に
お
寄
せ
頂
い
た
ご
意
見
を
抜

粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
指
摘
の
よ
う
に
タ
ク
シ
ー
と
書
い
て
あ
れ
ば
一
般
の
人
は
使
い
づ
ら
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

利
用
状
況
を
勘
案
し
改
善
し
ま
す
。

（
ご
指
摘
の
部
分
は
障
害
者
用
に
変
更
し
ま
し
た
。
な
お
、
従
来
か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ナ
ー
横
と

西
玄
関
前
に
は
障
害
者
用
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
利
用
下
さ
い
）

午後１時から午後3時の間、役場
一階ロビーで開設されます。

※毎週月曜日の予定ですが都合により開
設されない場合もありますので事前にお
問い合わせ下さい。

●
町
長
宛
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

m
ayo
r@
to
w
n.uchinad

a.ishikaw
a.jp

●
役
場
宛
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

uchinad
a@
to
w
n.uchinad

a.ishikaw
a.jp

●
お
問
い
合
わ
せ

情
報
政
策
課
公
聴
広
報
室

1
２
８
６-

６
７
５
３

子
ど
も
の
声
か
け
な
ど
、
防
犯
の
見
回
り
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

千
鳥
台
町
会
と
、
大
根
布
小
学
校
校
下
で
自
主
防
犯
組
織
を
結
成
し
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
町

か
ら
の
補
助
も
あ
り
ま
す
の
で
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
協
力
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

役
場
正
面
玄
関
前
の
駐
車
場
に
タ
ク
シ
ー
専
用
ス
ペ
ー
ス
が
３
箇
所
も
あ
る
の
に
障
害
者
用
が
あ
り

ま
せ
ん
。
玄
関
に
最
も
近
く
、
し
か
も
タ
ク
シ
ー
が
常
駐
し
て
い
る
の
を
見
た
事
が
あ
り
ま
せ
ん
が
。

９月の「タウンミーティング」の日程は
次の通りです。（時間は午後7時30分から）

鶴
ヶ
丘
５
丁
目

２
日（
金
）

（
鶴
ヶ
丘
北
公
民
館
）

大
根
布

３
日（
土
）

（
大
根
布
公
民
館
）

旭
ケ
丘

17
日（
土
）

（
旭
ケ
丘
公
民
館
）

宮
坂

22
日（
木
）

（
宮
坂
公
民
館
）

白
帆
台

24
日（
土
）

（
温
水
プ
ー
ル
２
階
会
議
室
）

9月の『まちづくり町長談話室』
の日程は次のとおりです。

5日
12日 26日

昨年襲来した台風23号
内 町消防本部・

石川県消防防災航空隊合同訓練
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衆
議
院
議
員
総
選
挙

●昭和６０年９月１２日以前に生まれた人

投票できる人

投票日（９月１１日）に投票所へ行き投票すること
ができない人は、期日前投票・不在者投票をす
ることができます。

①一般的な期日前投票
自営業者の方などや冠婚葬祭の予定のあ

る方、レジャーや買物などの用事で、投票日
に投票区内にいない方など
期間：８月３１日（水）～９月１０日（土）

（最高裁判所裁判官国民審査に
ついては９月４日（日）から）

時間：午前８時３０分～午後８時
場所：内 町役場１階　会議室
※印鑑は不要です。
※制度改正により８月３０日（公示日）は
投票できませんのでご注意ください。

②指定病院などにおける不在者投票について
石川県選挙管理委員会が指定した病院、老

人ホームなどに入院または入所されている
方は、そこで不在者投票をすることができま
す。なお、手続きの関係上なるべくお早めに
病院長などにお申し出ください。

③郵便による不在者投票について
身体障害者（両下肢もしくは体幹、移動機

能の障害にあっては１級・２級。心臓、じん臓、
呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸の障害にあって
は１級・３級）、戦傷病者または介護保険法に
規定する要介護５の認定を受けた選挙人で、
町選挙管理委員会より郵便投票証明書の交
付を受けている方は郵便による不在者投票
を行うことができます。
また、自書が困難と認められる選挙人につ

いては、あらかじめ届け出た代理記載人によ
る代理記載も可能となります。
現在交付を受けている選挙人の方はその

有効期限をご確認いただき、新たに交付を希
望される選挙人の方は該当要件、申請の手続
等について町選挙管理
委員会にお問い合わせ
ください。
※郵便投票による投票
用紙の請求については
各選挙ごとの請求にな
りますのでご注意くだ
さい。（9月7日まで）

問い合わせ先　内 町選挙管理委員会　1286-1111

年齢要件

●平成１７年５月２９日以前に内 町に転入届をし、引き続き３ヶ月間住所を
有している人

●内 町の選挙人名簿に登録されている人で平成１７年５月１１日以降に転出を
した人（ただし、他市町村に５月２９日までに転入届をした方は新住所で投票
してください）

※一部例外もありますのでご不明な点につきましては町選挙管理委員会へお問い合わせください。

住所要件

小選挙区選出議員選挙は『候補者名』を、また比例代表選出議員選挙は『政党等の名称又は、
略称（個人名ではない）』を、記載していただくことになりますのでご注意ください。

期日前投票・不在者投票のお知らせ
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国
勢
調
査

調査結果はどんなことに使われるの？Q
地方交付税交付金の算定基
準などに用いられたり、都市

計画や社会福祉政策、経済政策、防
災計画などを立てたりするときの基
礎資料として活用されます。
このほかにも、将来人口の予測や人
口分析など、さまざまな分野で調査
結果が使われます。

A

どんなことを調べるの？Q
男女の別、出生の年月、国籍、
就業状態、通勤・通学地など

世帯員一人一人について調べるほ
か、世帯の種類、世帯員の数、住居
の種類など世帯について調べます。
調査項目は全部で17項目あります。

A

どうしても答えなければいけないの？Q
調査票が提出されなかったり
正しい回答がされなかったり

すると、誤った統計になってしまい
ます。そうしたことを防ぐため、「統
計法」及び「国勢調査令」で回答の義
務について規定しています。つまり、
国勢調査に参加することは、私たち
の義務の一つなのです。

A

個人情報は守られるの？Q
調査をする人が、調査の結果
を他人にもらしたり、統計を

つくる目的以外に調査票を使ったり
することは法律で固く禁じられてい
ます。なお、調査票は外部の人の目
にふれないよう厳重に保管され、集
計後はすべて溶かして再生紙として
生まれ変わります。

A

調査の方法は？

10月1日は国勢調査の日です。

Q
9月下旬から国勢調査員が国
内の全世帯を訪問して調査票

を配布し、10月1日現在の状況を調
査票に記入していただきます。そし
て10月上旬に国勢調査員が再び各
世帯に訪問して調査票を回収します。

A

国勢調査ってなに？Q
国勢調査は、日本に住んでい
るすべての人を対象とした、

国の最も基本的な統計調査で、国内
の人口や世帯などの実態を把握する
ために行われています。10月1日午
前0時時点で国内に居住しているす
べての人が調査の対象になります
（外国人も含まれます）。

10月１日は国勢調査が全国いっせいに行われる日です。国勢調査は、日本
に住んでいるすべての人が対象になる大規模な統計調査です。
今回の調査は、人口転換期を迎えつつある日本の姿を明らかにする大切な

調査になります。皆様の調査票には、日本の大切な未来がつまっています。ご
協力をよろしくお願いします。

A

国勢調査 ＆Q A

調査項目は
17項目あります。

まちづくりの
基礎資料に
使われます。

あなたの
調査票は
大切に

守られます。

最初の
国勢調査は

1920年でした。
今年で18回目の
国勢調査です。

国勢調査に
参加することは
私たちの
義務です。

調査員が
伺います。
ご協力お願い
します。

問合せ先 内 町情報政策課 1286-6753
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7
2005.9.5

石
川
県
民
体
育
大
会

内 北部土地区画上水道管布設工事設計業務委託

学校施設等整備基本計画策定委託業務

北部土地区画街区点・中心点測設業務委託（H街区）

７月27日

７月27日

８月10日

1

2

3

（株）日本海コンサルタント

（株）浦建築研究所

（株）生田測量

1,785,000

1,438,500

1,239,000

入 札 名入札月日番 号

（100万円以上） （単位：円）

落札業者 契約金額（税込み）

西荒屋小学校保健室改修工事

大根布小学校AV調整卓緊急放送設備改修工事

内 町福祉センター浴場ボイラー取替工事

７月27日

７月27日

７月27日

●内 町では、公平な入札・契約を推進するため、入札予定価格の事前公表をしています。対象は平成17年７月１日からの予定価格130万
円以上の建設工事です。

1

2

3

（株）生田工務店

北陸通信工業（株）

アムズ（株）

2,131,500

5,565,000

4,683,000

入 札 名入札月日番 号

（予定価格公表工事130万円以上） （単位：円）

落札業者 契約金額（税込み）

2,240,700

5,907,300

4,838,400

予定価格（税込み）

平成17年度入札契約一覧

第５７回石川県民体育大会が８月６日と７日（一部除く）に、９年ぶりに河北郡市を主会場に開催さ

れ、内 町でも９競技が実施されました。町からは、選手・役員約５５０名が参加しました。６日には

夕立に見舞われましたが、両日とも比較的天候に恵まれ、厳しい暑さのなか各競技に奮闘しました。

今年から市町村の合併により、１０市１２町となることから市対抗・町対抗の枠組みではなく、市町

対抗に一本化されることになり、また新たに壮年の部が設けられました。従来の方式とは違い、今年

からは市とも対戦することになり苦戦が予想されましたが、結果は、

男子ではバスケットボール競技で優勝、ボウリング競技でも壮年

個人の部で優勝しました。優勝こそ少なかったのですが、各競技

で上位入賞が多数あり、総合順位は男女とも９位という結果でした。

また、開会式の席上、永年の体育振興に尽力された方々に谷本正憲県体育協会長

より石川県体育協会功労者表彰が授与されました。

石川県体育協会功労者表彰（内 町関係分） 谷 桂介 氏（弓道協会）

野畠多惠子氏（弓道協会）

総合順位　男子、女子ともに９位と健闘

総合成績 男子総合 女子総合

第１位 金沢市 １４７１．３ 金沢市 ９３１．９

第２位 白山市 １２３９．７ 白山市 ８１３．９

第３位 小松市 １０５１．０ 小松市 ７２５．９

第４位 七尾市 ９１２．７ かほく市 ６７４．０

第５位 加賀市 ８１０．３ 加賀市 ５９１．４

第６位 能美市 ８０７．４ 津幡町 ５７６．０

第７位 津幡町 ７６８．１ 野々市町 ５７３．６

第８位 野々市町 ７５８．２ 能美市 ４９３．０

第９位 内 町 ７１４．４ 内 町 ４８６．３

第10位 かほく市 ７００．９ 七尾市 ４４０．４

第１位 一般男子：バスケットボール

壮年男子：ボウリング

第２位 一般男子：サッカー

一般女子：バスケットボール・卓球

壮年男子：空手道

第３位 一般男子：軟式野球・剣道・柔道・弓道・

ラグビーフットボール・空手道

一般女子：剣道・ソフトボール・武術太極拳

壮年男子：柔道・バスケットボール

競技別成績



基本理念－「自主」「自立」「共働」「共助」 

内 　 町 に  
シルバー人材センターができます 

内 　 町 に  
シルバー人材センターができます 

内 　 町 に  
シルバー人材センターができます 
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

８
月
号
広
報
で
は「
男
女
共
同
参

画
っ
て
何
？
」、
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

簡
単
に
説
明
し
ま
し
た
が
い
か
が

で
し
た
か
？

今
回
は
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い

て
２
回
目
の
お
話
で
す
。

前
号
で
は
、「
男
女
共
同
参
画
社

会
と
は
性
別
に
よ
っ
て
役
割
り
が
固

定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
場
で
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
社
会
で
す
」と
、

説
明
し
ま
し
た
。

例
え
ば
、
女
性
が
専
業
主
婦
を
選
択
し
て
も
、
職
業

に
就
い
て
も
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
目
指
し
て
も
、

あ
る
い
は
男
性
が
育
児
休
業
を
と
り
育
児
に
専
念
し

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
大
切
に
さ
れ
る
そ
ん
な
社
会
の

こ
と
を
共
同
参
画
社
会
と
い
い
ま
す
。

そ
の
第
一
歩
は
個
人
や
、
家
族
が
そ
の
人
に
あ
っ
た

生
き
方
を
選
び
、
話
し
合
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
入
り
口
の
カ
ギ
は「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

男
で
あ
れ
女
で
あ
れ
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
生
き

と
輝
く
生
き
方
を
目
指
す
と
き
、
そ
こ
に
男
女
共
同

参
画
社
会
が
自
ず
と
築
か
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

皆
様
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

急速に進む高齢化社会に対応した新しい就業システム
です。
働く意欲を持つ高齢者が会員となり、一般家庭・事業所

（企業）・官公庁等から日常生活に密着した、臨時的・短期
的又は短時間の仕事を引き受け会員に提供する高齢者の
自主的な団体です。

■シルバー人材センターとは

①おおむね６０歳以上の健康で働く意欲のある方
②シルバー人材センターの理念に賛同された方

■会員の条件

除草、宛名書き、印刷物の配布、施設管理、施設清掃、
大工仕事、ペンキ塗り、植木手入れ、家事援助、和洋裁など

（問い合わせ先）内 町都市整備部産業振興課
286-6708

■主な仕事の内容

①公益的・公共的な性格をもち営利を目的としない
団体です。
②健康で働く意欲のある高齢者（会員）に希望・能力に
応じた仕事を紹介します。
③会員は従事した仕事に応じ「配分金」を
受け取ります。
④会員の技能を高めるため各種の講習会を
実施します。
⑤シルバー人材センターと会員との間には、
雇用関係がありません。
※労災保険等は適用されません。
（万一事故等が発生した場合はシルバー団体保険で対応し
ます。）

■シルバー人材センターの特色

〒920-0292
石川県河北郡内 町大学
1－2－1
内 町役場
まちづくり政策部
企画財政課　
女性施策推進室

●電話 286－6723
●FAX 286－0617
●e-mail
danjyo@town.
uchinada.ishikawa.jp

『
こ
ん
に
ち
は
』

『
こ
ん
に
ち
は
』

内　町では、シルバー人材センターの年内設立に向けて準備を進めています。
それでは、シルバー人材センターとはどの様なものか簡単に説明します。
※ ここから（以下）は、一般的なシルバー人材センターについての説明です。

おおむね
６０歳以上の
健康で働く
意欲のある方

配分金の
支払い就業

契約

仕事の依頼・契約金の支払い

仕事を出す方々
（一般家庭・事業所・官公庁等）

会員
登録

発注者

会 員

シルバー
人材センター

■シルバー人材センターの仕組み
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国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー

内 中学校の新しい語学助手のバートック・ブロン

バーグ(Bartok Bromberger)さんが、７月末に着任しま

した。全国的なJETプログラム(Japan Exchange and

Teaching Programme、語学指導を行う外国青年招致

事業)を経由し、内 町に配置されました。アメリカの

カリフォルニア出身のバートックさんは、初めてアジア

の国に来ました。二学期から中学校で英語の先生達と

協力し、生徒達の英語の指導を行います。これから

内 町民の一員として、皆さんと仲良くしたいと言って

いました。そんなバートックさんに、パトリシアから

色々な質問をしてみました。

日本語が分からないのが、１番困った事です。今､日本語
の勉強をしていますが、漢字が難しいです。スーパーに行っ
たら、食べ物の包装を読めないし、何を買ったのか自分で
もよく分かりません。そして、道路の左側通行も、ちょっと
怖いです。

｢Lost in Translation｣(ロスト・イン・トランスレーション)
という映画を見て、美しく神秘的で、異国風な日本に惚れま
した。長い歴史のある日本で、特に知りたい、見たいのは建
築物と美術、食べ物です。

出会った日本人は、皆優しくて、心温かい人達でした。音
声、映像より、個人レベルで付き合うことで、本格的に日本
文化に触れられると思います。

焼きそばとトロが大好きです。

私が内 に来て、もう１年が過ぎました。旅行に

行く時、日本は外国ではなく国内旅行となりました。

内 の海岸、サンセットブリッジ、サンセットウィ

ング、河北潟等は、見慣れた風景になりました。バ

ートックさんや私を訪ねて来た友だちが、内 の事

を賞賛する時、改めて初めて来た時の感動や興奮が

思い出されます。JETプログラムに参加する事が決ま

ったとき、配置先を選べないのが、不安でした。で

も、内 町で皆さんの優しさや温かさに触れるたび

に、何回も｢来て良かったなぁ！｣と思いました。しかし毎日仕事や生活する間に、感謝する気持ちをどんどん

忘れていっていました。これからも、日本に来たときの初心を忘れず、頑張りたいと思います。

Q1,日本に来て困った事は何ですか？

Q2,日本に来る前の印象はどうでしたか？

Q3,実際に日本に来てどう思いましたか？

Q4,日本の食べ物は好きですか？

● バートックさんからのメッセージ ●
Thank you very much for your hospitality.
You have a wonderful town which I am
very honored to live in! I look forward to
meeting as many of you as I can.

今年の夏も世界中の国と地域の留学生が石川に集う「第１８回JAPAN TENT」が開催さ
れました。内 町のプログラムでは、８月２日の歓迎パーティーに始まり、凧作り教室、凧揚
げに地引き網などが行われ、留学生たちは内 の自然や文化、生活習慣に存分に触れるこ
とができたでしょう。そして言葉や文化をこえた心の交流によって、確かな友情が生まれま
した。
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図
書
館
情
報

な
ぜ
か

と
ん
ぼ
が
羨
ま
し
い

自
由
気
ま
ま
に
空
を
飛
び

勝
手
気
ま
ま
に
暮
ら
し
て
い
る

で
も

と
ん
ぼ
に
し
て
み
れ
ば

人
間
が
羨
ま
し
く
見
え
る
か
な

暖
か
な
心
を
持
っ
て
い
る
人
間
を

誰
か
を
愛
せ
る
人
間
を

羨
ま
し
い
と
思
う
か
な

絵
に
描
い
た
よ
う
な
夕
焼
空

私
た
ち
を
見
お
ろ
し
な
が
ら

ま
た

と
ん
ぼ
が
飛
ん
で
ゆ
く

と
ん
ぼ

と
お
る

「
雨
の
ふ
る
日
は
や
さ
し
く
な
れ
る
」

少
年
院
か
ら
届
い
た
詩
集

平
凡
社
刊

住
宅
街
に
出
没
す
る
ク
マ
や
イ

ノ
シ
シ
、
団
地
の
ム
ク
ド
リ
、
海

で
は
巨
大
な
ク
ラ
ゲ
が
増
え
、
迷

い
込
む
ク
ジ
ラ
も
…
。
急
速
に
帰

化
が
進
む
外
来
種
の
動
物
た
ち
。

彼
ら
は
日
本
各
地
で
人
間
と
の
ト

ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
て
い
る
。
食
害
、

糞
害
、営
業
妨
害
な
ど
の
背
景
を
、

動
物
学
者
の
目
を
通
し
て
綴
る
。

今
泉
　
忠
明
　
著

行
き
場
を
失
っ
た

動
物
た
ち

遠
く
に
あ
る
ブ
ナ
の
木
山
に

は
、
１
０
０
０
０
０
０
本
の
ブ
ナ

の
木
が
生
え
て
い
ま
す
。
こ
の
木

山
に
、
人
間
の
子
ど
も
が
ど
ん
ぐ

り
拾
い
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
が
帰
っ
た
後
に
は
１
枚

の
バ
ン
ダ
ナ
が
落
ち
て
い
ま
し

た
。
森
に
冬
が
き
て
、
ま
た
春
が

き
た
の
で
す
が
…
。

村
上
　
康
成
　
絵
　
　
塩
野
　
米
松
　
文
　

１
０
０
０
０
０
０
ぼ
ん

の
ブ
ナ
の
木

（
児
童
書
）

日
本
古
来
の
伝
統
を
守
り
続
け

て
い
る
優
れ
た
陶
磁
器
を
探
る
。

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
全
国
の

や
き
も
の
窯
元
を
、
地
域
別
に
作

品
写
真
を
駆
使
し
、
そ
の
特
徴
や
由

来
な
ど
を
紹
介
す
る
。
ま
た
、
資
料

館
、
美
術
館
な
ど
関
連
施
設
も
収

録
し
た
１
冊
。

み
わ
　
明
　
著

全
国
伝
統
や
き
も
の

窯
元
事
典

絵
本
や
紙
芝
居
を
、
親
子
で
聞

き
に
き
ま
せ
ん
か
？

９
月
10
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜

図
書
館
児
童
コ
ー
ナ
ー

◆
土
曜
お
は
な
し
会

図書館に対するご意見ご感想をお寄せくだ
さい。図書の所蔵や予約は電話やFAXで
も受け付けます。また、ご自宅のパソコンか
ら図書の検索、予約ができますが、インター
ネット予約には事前の登録が必要です。

286-1930
286-1931

http://www.town.uchinada.
ishikawa.jp/osirase/toshokan

TEL
FAX

日
時

場
所◎水上裕規様より寄贈

「颯爽うちなだ
河北潟慕情エッセイ集」
を出版され、当図書館へ寄贈くだ
さいました。
どうもありがとうございました。

本
当

ほ
ん
と
う

は
学
校

が
っ
こ
う

で
学ま

な

び
た
か
っ
た
数
学

す
う
が
く

68
の
発
想

は
っ
そ
う

仲な
か

田だ

紀の
り

夫お

手て

ぬ
い
で
ふ
っ
く
ら
赤あ

か

ち
ゃ
ん
服ふ

く

＆

小
物

こ

も

の

高
橋

た
か
は
し

恵
美
子

え

み

こ

老お

い
は
楽た

の

し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す

岸き
し

朝あ
さ

子こ

山
崎

や
ま
ざ
き

え
り
こ
子
の
シ
ン
プ
ル
節
約

せ
つ
や
く

生
活

せ
い
か
つ

へ
よ
う
こ
そ
。

山
崎

や
ま
ざ
き

え
り
こ

日に

本ほ
ん

全
国

ぜ
ん
こ
く

た
の
し
い
船
旅

ふ
な
た
び

イ
カ
ロ
ス
出
版

し
ゅ
っ
ぱ
ん

地
震

じ
し
ん

・
災
害

さ
い
が
い

に
も
負ま

け
な
い「
強つ

よ

い
家い

え

」の
建た

て
方か

た

と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

関せ
き

谷や

真
一

し
ん
い
ち

内う
ち
な
だ

町
ち
ょ
う

史し

第だ
い

2
編へ

ん

内
　

う
ち
な
だ

町
ち
ょ
う

史し

編
纂

へ
ん
さ
ん

専
門

せ
ん
も
ん

委い

員い
ん

会か
い

「
終
戦

し
ゅ
う
せ
ん

日
記

に

っ

き

」を
読よ

む

野の

坂さ
か

昭
如

あ
き
ゆ
き

心こ
こ
ろ

と
体

か
ら
だ

を
リ
セ
ッ
ト
す
る
森
林
浴

し
ん
り
ん
よ
く

＆

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

田た

中な
か

正
則

ま
さ
の
り

子こ

ど
も
た
ち
の
8
月が

つ

15
日に

ち

岩
波

い
わ
な
み

新
書

し
ん
し
ょ

編
集
部

へ
ん
し
ゅ
う
ぶ

遊あ
そ

ぶ
奴や

つ

ほ
ど
よ
く
デ
キ
る大

前
お
お
ま
え

研
一

け
ん
い
ち

新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

今
月
の
オ
ス
ス
メ
本

リ
ン
ゴ
と
地ち

球
き
ゅ
う

の
間

あ
い
だ

に
は
た
ら
く

力ち
か
ら

と
は
何な

に

か

桜
さ
く
ら

井い

邦
朋

く
に
と
も

日に

本ほ
ん

の
メ
ダ
カ
を
飼か

お
う
！

片か
た

根ね

得
光

と
く
み
つ
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消
防
だ
よ
り

建
物
火
災
に
よ
る
死
者
の
８
〜
９
割
は
住
宅

火
災
に
よ
る
も
の
で
す
。

火
災
を
早
期
に
発
見
し
、
逃
げ
遅
れ
防
止
の

た
め
に「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」を
設
置
し
ま
し

ょ
う
。

※
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
一
般
の
住
宅
の
寝
室

等
に
は
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
、
新

築
の
住
宅
等
は
平
成
18
年
の
６
月
か
ら
、
現

在
お
住
ま
い
の
住
宅
等
は
平
成
20
年
６
月
か

ら
、
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
詳
細
は
内

町
消
防
本
部

予
防
課
ま
で

1
２
８
６-

３
３
０
１

内

町
子
ど
も
女
性
防
火
委
員
会
は
、
８
月

１
日（
月
）内

町
消
防
本
部
に
お
い
て
、
火
災

予
防
に
努
め
ら
れ
た
二
ク
ラ
ブ
の
優
良
表
彰
を

行
い
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、
旭
ヶ
丘
女
性
防

火
ク
ラ
ブ
と
誠
美
子
ど
も
消
防
ク
ラ
ブ
で
す
。

島
田
消
防
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。「
み
な
さ
ん
の
地
道
な
防
火
思
想
の
普

及
活
動
が
大
変
役
に
立
っ
て
お
り
、
今
後
も
よ

り
一
層
の
活
動
を
続
け
て
下
さ
い
。」と
感
謝
の

言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

二
ク
ラ
ブ

の
代
表
者
の

方
々
は
、
よ

り
一
層
の
火

災
予
防
の
推

進
を
約
束
し

ま
し
た
。

救
急
車
を
呼
ぶ
時
は
、
発
生
場
所
、
怪
我
人

や
急
病
人
が
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
の
か

を
、
落
ち
着
い
て
１
１
９
番
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
ま
わ
り
で
応
急
手
当
を
必
要
と
す
る
病

人
や
怪
我
人
が
発
生
し
た
時
は
、
正
し
い
応
急

手
当
が
で
き
る
よ
う
進
ん
で
普
通
救
命
講
習

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講
習
も
含
み
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て

は
８
月
号
の
広
報
参
照
）を
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

※
普
通
救
命
講
習
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
内

町
消
防
本
部
ま
で
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

1
２
８
６-

３
３
０
１

■
危
険
物
取
扱
者
と
は

私
達
が
日
頃
、
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
危
険

物（
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
・
軽
油
・
重
油
等
）は
、
一

つ
取
扱
い
方
法
を
誤
る
と
火
災
等
の
大
き
な
事

故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

消
防
法
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
従
業
員

や
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の
運
転
手
な
ど
、
一
定
数

量
以
上
の
危
険
物
を
貯
蔵
し
、
又
は
扱
う
施
設

で
は
、
危
険
物
取
扱
者
の
資
格
を
持
っ
た
人
が

い
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
危
険
物
取
扱

者
の
資
格
を
得
る
為
の
試
験
の
受
験
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
受
験
願
書
が
内

町
消
防
本
部
予

防
課
に
あ
り
ま
す
の
で
お
越
し
下
さ
い
。
受
験

日
時
等
に
つ
い
て
は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

1
２
８
６-

３
３
０
１

■
受
験
願
書
の
受
付
期
間
及
び
受
付
場
所

●
受
付
期
間

平
成
17
年
９
月
５
日（
月
）〜
９
月
13
日（
火
）

●
受
付
場
所
（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
石
川
県
支
部

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
義
務
化

◆
内
　
町
子
ど
も
女
性
防
火

委
員
会
優
良
表
彰
式

◆「
救
え
る
命
　
そ
の
た
め
に
！
」

◆
危
険
物
取
扱
者
試
験
受
験
案
内

試　験 日

10月23日(日)

10月30日(日)

11月6日(日)

受験地

加賀市

小松市

羽咋市

野々市町

七尾市

輪島市

試験会場

大聖寺実業高等学校

小松工業高等学校

羽咋工業高等学校

金沢工業大学

七尾市商工会議所

日本航空学園

10：00

13：00

13：00

10：00

13：00

10：00

13：00

乙種第４類

乙種第1・2・3・5・6類、丙種

開始時間及び試験種類

乙種第４類

甲種、乙種第1・2・3・5・6類、丙種

乙種第４類、丙種

乙種第４類

乙種第1・2・3・5・6類、丙種
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７
月
30
日（
土
）役
場
町
民
ホ
ー
ル
で「
国

際
交
流
っ
て
な
に
？
」
を
テ
ー
マ
に
国
際
理

解
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
言

葉
を
使
わ
ず
身
振
り
の
み
で
意
思
を
伝
え
た

り
、
輪
に
な
り
そ
れ
ぞ
れ
後
ろ
の
人
の
膝
の

上
に
座
り
信
頼
の
意
味
を
知
る
な
ど
し
て
、

皆
で
国
際
交
流
、
国
際
理
解
に
つ
い
て
考
え

ま
し
た
。
国
際
の
壁
は
、
心
の
壁
で
す
。
国

際
交
流
も
最
終
的
に
は
人
と
人
、
人
間
同
士

の
付
き
合
い
で
あ
っ
て
、
お
互
い
を
信
頼
し
、

個
性
を
認
め
あ
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

国
際
理
解
は
人
間
理
解

７
月
25
日
（
月
）か
ら
７
月
29
日
（
金
）の

５
日
間
、
保
育
所
や
老
人
ホ
ー
ム
、
美
容
室
、

ス
ー
パ
ー
な
ど
町
内
外
の
様
々
な
事
業
所
で

内

中
学
校
の
２
年
生
が
職
場
体
験
学
習

「
わ
く
ワ
ー
ク
」に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

体
験
生
は「
働
く
こ
と
は
楽
し
い
」と
話
し
、

ま
た
あ
る
事
業
所
の
方
は「
体
験
生
は
一
生

懸
命
に
が
ん
ば
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
」
と
語

っ
て
い
ま
し
た
。
内

中
学
校
の
職
場
体
験

は
、
生
徒
に
と
っ
て
将
来
に
役
立
つ
も
の
に

な
っ
た
で
し
ょ
う
。

将
来
に
つ
な
げ
、
内
中
生
！！

平
成
17
年
度
内

町
国
民
健
康
保
険
優
良
被

保
険
者
表
彰
式
が
７
月
29
日（
金
）に
内

町
役

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
国
保
加
入
世
帯
３
９
１
３
世
帯
の
中

か
ら
72
世
帯
と
、
老
人
保
健
対
象
者
１
６
３
８

人
の
中
か
ら
35
人
の
方
々
が
、
16
年
度
中
に
一

度
も
医
療
機
関
に
か
か
ら
ず
、
国
保
税
も
納
期

内
に
収
め
た
こ
と
で
、
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

受
賞
者
の
中
に
は
、
16
年
連
続
無
受
診
者
を
最

高
に
、
13
年
、
10
年
と
長
期
間
連
続
で
医
療
機
関

に
か
か
っ
て
い
な
い
方
が
い
ま
し
た
。
益
々
の
健

康
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
優
良
被
保
険
者
表
彰

８
月
21
日（
日
）に
、
今
年
も
民
生
児
童
委

員
の
皆
さ
ん
が
心
を
込
め
て
漬
け
込
ん
だ

内

産
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
が
お
い
し
く
で
き
あ
が

り
、
町
内
の
70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
お

年
寄
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ラ
ッ
キ
ョ

ウ
は
、
委
員
の
皆
さ
ん
が
１
５
０
キ
ロ
の
ラ

ッ
キ
ョ
ウ
の
根
を
切
り
落
と
し
漬
け
込
ん
だ

も
の
で
、
ビ
ン
に
小
分
け
し
２
７
０
名
の
お

年
寄
り
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ラ
ッ
キ
ョ
ウ
を
受
け
取
っ
た
お
年
寄
り
か

ら
は「
毎
年
お
い
し
い
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
」と
感
謝
の
声
と
笑
顔
が
あ

り
ま
し
た
。

真
心
こ
も
っ
た
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
を
ど
う
ぞ
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（新聞報道によれば、日本女性の平均寿命年齢は85.6歳
で20年連続で世界一位、男性は、78.6歳で世界2位と
のことです。年々長寿大国になっていますが、受賞者の
方々のような、健康な方がたくさんいる町、元気で明る
い町を創っていきたいですね。）
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ー
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８
月
２０
日
（
土
）ハ
マ
ナ
ス
恐
竜
公
園
で

内

サ
マ
ー
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。和
太
鼓
の
演
奏
に
始
ま
り
、

ダ
ン
ス
や
バ
レ
エ
、
歌
謡
曲
や
シ
ャ
ン
ソ
ン
、

ジ
ャ
ズ
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
内
容
で
市
民

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
芸
を
披
露
し
ま
し
た
。
非

常
に
暑
い
日
で
し
た
が
、
さ
す
が
に
夜
と
も

な
る
と
涼
し
く
な
り
、
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
は

心
地
よ
い
風
の
中
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。

星
空
と
夜
風
の
中
で

８
月
２１
日（
日
）内

体
育
館
で
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、

内

町
海
水
浴
場
で
は
サ
ン
ド
バ
ト
ル
の
二
種
目
が

行
わ
れ
、
約
４
０
０
名
の
子
ど
も
達
が
参
加
し
ま
し

た
。
大
会
当
日
は
残
暑
が
厳
し
い
中
、
子
ど
も
達
は

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
最
後
の
一

球
、
一
秒
ま
で
勝
利
を
目
指
し
、
熱
き
戦
い
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

●
低
学
年

優
　
勝

宮
坂
子
ど
も
会

準
優
勝

大
根
布
子
ど
も
会
Ｂ

第
３
位

ア
カ
シ
ア
子
ど
も
会

●
高
学
年

優
　
勝

向
陽
台
子
ど
も
会

準
優
勝

大
根
布
子
ど
も
会
Ａ

第
３
位

鶴
ヶ
丘
東
子
ど
も
会

●
サ
ン
ド
バ
ト
ル

●
低
学
年

優
　
勝

向
粟
崎
３
・
４
丁
目

子
ど
も
会

準
優
勝

大
学
２
丁
目

子
ど
も
会
Ｂ

第
３
位

鶴
ヶ
丘
東
子
ど
も
会

●
高
学
年

優
　
勝

西
荒
屋
子
ど
も
会
Ａ

準
優
勝

鶴
ヶ
丘
東
子
ど
も
会

第
３
位

向
粟
崎
５
丁
目
・

ア
カ
シ
ア
子
ど
も
会

第
２４
回
内
　
町
子
ど
も
大
会

８
月
９
日
（
火
）内

町
暴
走
族
根
絶
運

動
推
進
会
議
と
内

町
防
犯
と
交
通
安
全
推

進
隊
は
、
暴
走
族
の
根
絶
と
青
少
年
の
健
全

育
成
を
目
指
し
て「
町
内
パ
ト
ロ
ー
ル
」
と

「
赤
ラ
ン
プ
作
戦
」を
実
施
し
ま
し
た
。
役
場

町
民
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
「
出
発
式
」に
は

関
係
者
約
60
名
が
参
加
し
、
米
田
内

町
助

役
、
南
津
幡
警
察
署
長
の
挨
拶
の
後
に
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
を
代
表
し
て
、
西
山
康
明
防
犯
と

交
通
安
全
推
進
隊
副
隊
長
が
、「
町
民
生
活

の
安
全
と
平
穏
を
確
保
し
、
明
る
い
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。」と
力
強
く
出

発
宣
言
を
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
な
く
そ
う
暴
走
族

７
月
26
日（
火
）、
石
川
県
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
、
平
成
17
年
度
石
川

県
社
会
教
育
委
員
研
究
協
議
会
に
お
い
て
、

向
幸
作
さ
ん
が
石
川
県
社
会
教
育
委
員
功
労

者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
向
さ
ん
は
、

内

町
社
会
教
育
委
員
と
し
て
平
成
11
年

度
か
ら
現
在
も
、
内

町
の
社
会
教
育
振
興

に
ご
尽
力
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

永
年
の
功
績
に
表
彰
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総　 務　 課 1286-6720
税　 務　 課 1286-6706

お問い合わせは
こちらまで

役場代表 1286-1111

総 務 部

企画財政課 1286-6723
行財政改革推進室 1286-6723
女性施策推進室 1286-6723
情報政策課 1286-6753
公聴広報室 1286-6753

ま ち づ く り 政 策 部

町民生活課 1286-6701
次世代育成支援対策室

1286-6701
環境対策室 1286-6701
健康推進課 1286-6702
介護福祉課 1286-6703
地域包括支援センター準備室

1286-6703

町 民 福 祉 部

産業振興課 1286-6708
都市建設課 1286-6710
北部開発対策室 1286-6713

都 市 整 備 部

水道電気課 1286-1115
下 水 道 課 1286-6718

企 業 局

生涯学習課 1286-6716
学校教育課 1286-6717

■出　納　室 1286-6707
■議会事務局 1286-6715
■保健センター 1286-6101
■消 防 本 部 1286-3301

■図　書　館 1286-1930
■文 化 会 館 1286-1123
■働く女性の家 1237-6440
■屋内温水プール 1286-1800
■（財）公共施設等管理公社

1286-1800
■社会福祉協議会 1286-6953

教 育 委 員 会

14

暮
ら
し
の
情
報

内

町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

「
第
４
次
総
合
計
画
」を
策
定
中
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
町
民
の
皆
様
の
積
極
的

な
参
加
が
不
可
欠
で
す
。
基
本
構
想
及
び
基
本

計
画
の
策
定
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
必
要
な

調
査
及
び
審
議
を
行
い
、
町
民
の
皆
様
の
声
を

反
映
す
る
た
め
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

●
内

町
在
住
で
、
年
齢
が
満
18
歳
以
上（
平

成
17
年
４
月
１
日
現
在
）の
方

●
平
日（
日
中
ま
た
は
夜
間
）に
開
催
す
る
委
員

会
に
参
加
で
き
る
方

■
報

酬
▼
５，

０
０
０
円
／
回

■
募
集
人
員
▼
３
名

■
応
募
期
限
▼
９
月
26
日（
月
）

■
会
議
回
数
▼
年
３
回
程
度

■
問
い
合
わ
せ
先
▼
ま
ち
づ
く
り
政
策
部

企
画
財
政
課

少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
等
の
社
会
環
境
の

変
化
に
よ
り
、
保
護
者
か
ら
多
様
な
保
育
ニ
ー

ズ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
保
育
所

の
民
営
化
や
規
模
や
配
置
な
ど
の
適
正
化
に
町

民
の
皆
様
の
声
を
反
映
す
る
た
め
、
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

●
内

町
在
住
で
、
年
齢
が
１８
歳
以
上

（
平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
）の
方

●
平
日（
日
中
ま
た
は
夜
間
）に
開
催
す
る
委
員

会
に
参
加
で
き
る
方

■
報

酬
▼
５，

０
０
０
円
／
回

■
募
集
人
員
▼
１
名

■
応
募
期
限
▼
９
月
26
日（
月
）

■
会
議
回
数

月
１
回
程
度

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

町
民
生
活
課

町
の
主
な
観
光
資
源
で
あ
る
内

海
岸
及

び
内

砂
丘
に
つ
い
て
、
そ
の
活
用
方
法
を
探

り
、
環
境
保
護
等
の
諸
問
題
を
検
討
し
ま
す
。

こ
の
委
員
会
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
様
の
声
を

反
映
さ
せ
る
た
め
、
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

●
内

町
在
住
で
、
年
齢
が
満
１８
歳
以
上

（
平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
）の
方

●
平
日（
日
中
ま
た
は
夜
間
）に
開
催
す
る
委
員

会
に
参
加
で
き
る
方

■
報

酬
▼
５，

０
０
０
円
／
回

■
募
集
人
員
▼
２
名

■
応
募
期
限
▼
９
月
26
日（
月
）

■
会
議
回
数
▼
年
３
回
程
度

■
問
い
合
わ
せ
先

都
市
整
備
部

産
業
振
興
課

こ
れ
か
ら
迎
え
る
少
子
高
齢
化
に
あ
た
り
元

気
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
内

町
総

合
公
園
の
拡
張
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
そ

の
整
備
に
町
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

●
内

町
在
住
で
、
年
齢
が
満
１８
歳
以
上

（
平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
）の
方

●
平
日（
日
中
ま
た
は
夜
間
）に
開
催
す
る
委
員

会
に
参
加
で
き
る
方

■
報

酬
▼
５，

０
０
０
円
／
回

■
募
集
人
員
▼
２
名

■
応
募
期
限
▼
９
月
26
日（
月
）

■
会
議
回
数
▼
年
４
回
程
度

■
問
い
合
わ
せ
先

都
市
整
備
部

都
市
建
設
課

※
応
募
用
紙
は
各
担
当
課
に
準
備
し
て
お
り
、

書
類
選
考
に
よ
っ
て
委
員
を
決
定
し
ま
す
。

ま
た
、
保
育
所
民
営
化
検
討
委
員
、
海
岸
砂

丘
地
活
性
化
検
討
委
員
、
総
合
公
園
基
本
計

画
策
定
委
員
に
関
し
て
は
再
公
募
で
す
。

内
　
町
保
育
所
民
営
化
検
討
委
員
会

内
　
海
岸
砂
丘
地
活
性
化
検
討
委
員
会

募
　
集

内
　
町
総
合
計
画
策
定
審
議
会

各
種
委
員
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
！

内
　
町
総
合
公
園
基
本
計
画
策
定
委
員
会



15
2005.9.5

暮
ら
し
の
情
報

内

町
で
は
、
敬
老
事
業
と
し
て
高
齢
者
の

皆
様
方
に「
内

町
長
寿
祝
券
」を
９
月
に
贈
呈

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
祝
券
は
、
事

前
に
町
役
場
に
登
録
さ
れ
た
店
舗
の
み
で
利
用

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
新
た
に
取
り

扱
い
を
い
た
だ
け
る
事
業
者
は
、
左
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
登
録
可
能
事
業
者
は
、
内

町
内
の

店
舗
等
で
事
業
を
営
む
民
間
業
者
等
で
す
。

（
例：

小
売
業
、
飲
食
店
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
）

※
昨
年
度
ま
で
に
既
に
登
録
さ
れ
て
い
る
事
業

者
は
、
再
度
登
録
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

介
護
福
祉
課

社
会
福
祉
法
人
内

町
社
会
福
祉
協
議
会

の
訪
問
介
護
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種
及
び
人
員

在
宅
訪
問
介
護
員（
１
名
）

■
応
募
資
格

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
で
、
50
歳
ま
で
の
方

■
勤
務
条
件

●
勤
務
日
…
…
…
１
週
間
あ
た
り
40
時
間
勤
務

●
賃

金
…
…
…
月
額
１
３
６，

０
０
０
円

●
そ
の
他

社
会
保
険
、
労
災
保
険
、
雇
用
保
険
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
総
合
補
償
保
険
有

各
種
手
当
に
つ
い
て
は
、
法
人
規
定
に
よ
り
。

■
採
用
予
定
日
▼
10
月
１
日（
土
）

■
応
募
期
限
▼
９
月
20
日（
火
）

■
応
募
要
領

内

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
交
付
す
る
願
書
、

履
歴
書
に
資
格
証
明
書
を
添
え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
試
験
日
時

本
人
に
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

内

町
社
会
福
祉
協
議
会

■
応
募
資
格

介
護
福
祉
士
又
は
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
の
資
格

を
取
得
の
方
で
年
齢
満
40
歳
ま
で
の
健
康
な
方

■
勤
務
条
件

●
勤
務
時
間

１
週
間
当
り
40
時
間
勤
務
、
夜
勤
あ
り

●
賃

金
…
…
…
面
談
に
よ
り
決
定

●
そ
の
他
…
…
…
社
会
保
険
有
り

■
採
用
予
定
日
▼
11
月
１
日（
火
）

■
応
募
期
限
▼
９
月
22
日（
木
）

■
応
募
要
領

夕
陽
ヶ
丘
苑
で
交
付
す
る
申
込
書
に
資
格
証
明

書
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
試
験
日
時
及
び
方
法

応
募
者
本
人
に
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

内

町
福
祉
会

夕
陽
ヶ
丘
苑

1
２
８
６
―

９
９
１
１

内

町
で
は
65
歳
の
誕
生
月
の
翌
月（
１
日

生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）か
ら
か
か
っ
た
医
療

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
今
月
の
該
当
者

昭
和
15
年
10
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

【
注
】65
歳
に
な
ら
れ
る
方
で
障
害
手
帳
１
級
・

２
級
・
３
級
及
び
療
育
Ａ
・
Ｂ
の
手
帳
を
お
持
ち

の
方
は
、
該
当
し
ま
せ
ん
。

■
申
請
受
付
開
始
日
▼
９
月
28
日（
水
）

■
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
銀
行
預
金
通
帳（
受
給
者

本
人
の
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
）

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険（
社
会
保

険
・
共
済
等
）に
加
入
の
方
も
申
請
で
き
ま
す
。

※
該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
後
日
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

健
康
推
進
課

内

町
で
は
、
毎
週
２
回
内

町
福
祉
セ

ン
タ
ー
大
広
間(
ほ
の
ぼ
の
湯
入
り
口
側)

へ
保

健
師
を
派
遣
し
、
高
齢
者
の
健
康
状
態
の
確
認

及
び
健
康
不
安
等
に
つ
い
て
の
相
談
事
業
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

な
お
、
９
月
・
10
月
の
実
施
予
定
日
は
、
次
の
と

お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

●
９
月

２
日(

金)

・
29
日(

木)

●
10
月

12
日(

水)

・
31
日(

月)

時
間
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

健
康
相
談
日
は
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
広
間
入

り
口
の
掲
示
板
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
参

考
に
し
て
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

健
康
推
進
課

１
人
１
枚
の
カ
ー
ド
仕
様
の
保
険
証
に
な
り

ま
す
。「
９
月
末
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
」

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
が

９
月
30
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

被
保
険
者
証
は
、
配
達
記
録
郵
便
に
て
９
月

下
旬
の
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
に
郵
送
い
た

し
ま
す
が
、
日
中
お
留
守
の
場
合
は
、
郵
便
局

(

１
週
間
程
度
保
管)

若
し
く
は
、
10
月
１
日
以

降
は
役
場
健
康
推
進
課
で
受
け
取
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
ご
協
力
願
い
ま
す
。
役
場
で
更
新

手
続
き
を
す
る
場
合
は
、
旧
の
被
保
険
者
証
と

印
鑑
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
10
月
１
日
か
ら
の
被
保
険
者
証
は
、

裏
面
に
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
し
た
紙
仕
様
の
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
等
と
同
じ
大
き
さ
で
、
１
人
１

枚
の
交
付
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

健
康
推
進
課

国
民
健
康
保
険
証
の
更
新
に

つ
い
て

お
知
ら
せ

内
　
町
長
寿
祝
券
特
定
事
業
者
の
募
集

内
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

嘱
託
職
員
募
集
１
名

内
　
町
福
祉
会

夕
陽
ヶ
丘
苑

介
護
職
員
募
集
１
名

65
歳
か
ら
69
歳
ま
で

医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

国
保
健
康
相
談
事
業
の
開
催



平
成
17
年
中
に
新
築
又
は
増
改
築
さ
れ
た

家
屋
の
評
価
額
決
定
の
た
め
、
実
地
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
調
査
日
時
等

を
お
知
ら
せ
し
、
確
認
の
上
お
伺
い
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
が
、
や
む
を
得
ず
直
接
調

査
に
お
伺
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
調
査
は

次
の
と
お
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日

●
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

●
所
要
時
間

30
分
〜
１
時
間
程
度

■
問
い
合
わ
せ
先
▼
総
務
部
税
務
課

内

町
で
は
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、

９
月
１
日
よ
り
町
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
に
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。
こ
の
セ

ン
タ
ー
は
、
内

町
の
子
育
て
に
関
す
る
総
合

的
な
拠
点
施
設
で
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
常

駐
し
、
親
子
だ
け
で
は
な
く
、
妊
娠
中
の
親
や

地
域
住
民
が
集
え
る「
ふ
れ
あ
い
の
場
」、
育
児

相
談
な
ど
の「
相
談
の
場
」、
地
域
で
き
め
細
や

か
な
子
育
て
支
援
を
実
施
す
る
た
め
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
育
成
す
る

講
座
や
研
修
を
行
う「
学
び
の
場
」な
ど
、
様
々

な
子
育
て
支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
設
時
間

平

日：

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

土
曜
日：

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

■
休
館
日

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

（
12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
）

■
電
話
番
号

２
８
６
―

３
７
３
９

■
応
募
方
法

一
人
一
点
と
し
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
及

び
町
民
生
活
課
に
応
募
用
紙
を
準
備
し
て
あ
り

ま
す
の
で
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ハ
ガ
キ
・
メ
ー
ル
も
可
で
す
。（
ネ
ー
ミ
ン
グ
・
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

■
応
募
先

応
募
用
紙
…
町
民
生
活
課
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ハ
ガ
キ
…
〒
９
２
０
―

０
２
９
２

内

町
字
大
学
１
丁
目
２
番
地
１

内

町
役
場

町
民
生
活
課

メ
ー
ル
…

cho
m
inseikatsu@

to
w
n.uchinad

a.ishik

aw
a.jp

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ネ
ー
ミ
ン
グ
募
集
係
」

■
締

切
▼
９
月
30
日

■
選
考
方
法

選
考
委
員
会
を
設
け
、
応
募
作
品
の
中
か
ら
三

点
を
選
び
、
そ
の
中
か
ら
一
点
を
採
用
し
ま
す
。

■
報

賞

採
用
作
品
（
一
点
）

二
万
円
相
当

入
選
作
品
（
二
点
）

一
万
円
相
当

■
発

表

入
選
者
に
は
直
接
通
知
す
る
と
と
も
に
、
11

月
号「
広
報
う
ち
な
だ
」に
て
発
表
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

町
民
生
活
課

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種
が
平
成
18
年

４
月
１
日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
す
。

生
後
12
か
月
か
ら
生
後
７
歳
６
か
月
未
満
の

お
子
様
で
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種
を

お
受
け
に
な
っ
て
い
な
い
方
は
、
平
成
18
年
３

月
31
日
ま
で
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。
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暮
ら
し
の
情
報

麻しん、風しん予防接種

麻しん風しん混合（MRワクチン）

２回

第１期：生後12か月～生後24か月

第２期：５歳以上７歳未満の者で、小学校就学の始期に

達する日の１年前の日から当該始期に達する日の前日まで

※麻しん、風しんのワクチンをいずれも接種していない者に限ります

【改正後】

種類

回数

対象

固
定
資
産
税
家
屋
評
価

ご
協
力
の
お
願
い

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
ま
し
た

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
の

変
更
に
つ
い
て

麻しん予防接種

単抗体

１回

生後12か月から生後７歳６か月未満

単抗体

１回

風しん予防接種

麻
し
ん
、
風
し
ん
予
防
接
種

予防接種法による接種は終了。

※今後MRワクチンの対象にはなりません。
・接種した
・かかった

生後12か月を過ぎたら、平成18年３月

31日までに、現行の麻しん、風しんの予

防接種を受けましょう。

（接種券は生後11か月にご家庭にお送り

します。）

【改正前】

種類

回数

対象

・接種していない
・かかっていない

■
問
い
合
わ
せ
先

内

町
保
健
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ネ
ー
ミ
ン
グ（
愛
称
）募
集
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暮
ら
し
の
情
報

平
成
17
年
７
月
29
日
予
防
接
種
法
施
行
令
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
日
本
脳
炎
予
防
接
種
第
３

期（
14
歳
以
上
16
歳
未
満
）は
廃
止
と
な
り
ま

し
た
。

今
後
、
日
本
脳
炎
予
防
接
種
第
３
期
は
接
種

で
き
ま
せ
ん
。
お
手
持
の
接
種
券
・
予
診
票
は

使
え
ま
せ
ん
の
で
破
棄
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

内

町
保
健
セ
ン
タ
ー

■
日

時
▼
９
月
１１
日（
日
）午
前
10
時
〜
11

時
30
分（
時
間
厳
守
・
雨
天
決
行
）

■
会

場

①
内

町
保
健
セ
ン
タ
ー

②
ア
カ
シ
ア
公
民
館

③
室
公
民
館（
北
部
地
区
の
会
場
が
変
更
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

※
お
近
く
の
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
引
き
取
り
価
格

子
供
用
、
大
人
用
問
わ
ず
、
１
台
４
０
０
円

■
注
意
事
項

つ
り
銭
の
い
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

環
境
対
策
室

■
期

間

９
月
21
日（
水
）〜
９
月
30
日（
金
）

■
運
動
の
重
点

◇
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

◇
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
に
努
め
よ
う

◇
う
し
ろ
の
席
も
含
め
た
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
を
し
よ
う

◇
自
転
車
の
安
全
利
用
に
努
め
よ
う

■
主

唱
▼
石
川
県
交
通
安
全
推
進
協
議
会

■
申
請
に
必
要
な
も
の

●
購
入
し
た
と
き
の
領
収
書
と
明
細
書

（
処
理
機
の
購
入
価
格
の
わ
か
る
も
の
）

●
印
鑑
、
銀
行
の
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
を

も
っ
て
町
民
生
活
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

環
境
対
策
室

■
日

時

10
月
５
日（
水
）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
場

所

内

町
保
健
セ
ン
タ
ー

２
Ｆ
多
目
的
ホ
ー
ル

■
内

容

①
心
肺
蘇
生
法
及
び
、
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）に
つ
い
て

②
頭
、
膝
、
肩
、
腕

の
擦
過
傷
の
応
急
手

当
に
つ
い
て

■
定

員
▼
40
名

■
申
し
込
み
期
間

９
月
20
日
〜
９
月
28
日
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

内

町
社
会
福
祉
協
議
会

内

町
赤
十
字
奉
仕
団

1
5
２
８
６
―

１
１
７
４

※
当
日
は
、動
き
や
す
い
服
装
で
お
願
い
し
ま
す
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
援
助
法
を
講
義
と

実
技
で
学
び
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
生
き
が

い
活
動
等
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
興
味
の
あ
る

方
は
是
非
参
加
し
て
下
さ
い

第
１
回
目

日
時

10
月
６
日（
木
）

午
前
10
時
〜
正
午

第
２
回
目

日
時

10
月
13
日（
木
）

午
前
10
時
〜
正
午

■
場

所

内

町
保
健
セ
ン
タ
ー

２
Ｆ
多
目
的
ホ
ー
ル

■
講

師

石
川
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
常
任
講
師

福
祉
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
カ
ー

宮
西

好
子
氏

■
内

容

１
日
目

あ
ま
り
用
具
な
ど
準
備
の
い
ら
な
い

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験

２
日
目

身
近
に
あ
る
用
具
を
用
い
て
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験

■
対

象

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
一
般
町
民

■
定

員
▼
40
名

■
参
加
申
込

９
月
30
日（
金
）締
め
切
り

■
問
い
合
わ
せ
先

内

町
社
会
福
祉
協
議
会

※
当
日
は
、
動
き
や
す
い
服
装
で
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
の
演
奏
会
で
は
プ
ロ
の
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン

奏
者
を
お
迎
え
し
ま
す
。
ま
た
、
７
年
ぶ
り
に

北
陸
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞
し
た

曲
な
ど
を
ご
用
意
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日

時

９
月
24
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

■
会

場
▼
内

町
文
化
会
館（
入
場
無
料
）

■
問
い
合
わ
せ
先

内

中
学
校

1
２
８
６
―

０
０
１
７

古
自
転
車
を
実
費
で
回
収
し
ま
す

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
第
３
期

接
種
の
廃
止
に
つ
い
て

生
ご
み
処
理
機
・
コ
ン
ポ
ス
ト
の

購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

赤
十
字
救
急
法
講
習
会
開
催

参
加
者
募
集

第
２２
回
内
　
中
学
校

吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

種類 助成の対象 助成額

電気式
生ごみ
処理機

バイオ方式または
乾燥方式のもの。
生ごみの容積を
減少させ、堆肥化
させるもの。

購入価格の３分の１に
相当する金額。

（ただし、15,000円
を限度とします）

底部がなくふたの
あるもの。
容量が

100リットル
以上のもの。

3,000円（上限）コンポスト

平
成
17
年
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
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学
び
の
風

学
習
す
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
方
に
幅
が
で

き
、
潤
い
の
あ
る
豊
か
な
心
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
ご
ろ
の
生
活
か
ら

何
か
を
学
び
と
る
こ
と
全
て
が「
学
習
」に
つ
な

が
り
ま
す
。
今
月
か
ら
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
生
涯

学
習
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
生
涯
学
習
の
実
践
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

舞
踊
協
会
会
員
一
同
、
力
を
合
わ
せ
て
内

町
の
舞
踊
文
化
を
振
興
し
て
い
き
た
い
と
計
画

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
こ
の
度
初
め
て
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
発
表
会
を
実
施
し
ま
す
。

■
日

時
▼
９
月
25
日（
日
）正
午
開
演

■
場

所

内

町
福
祉
セ
ン
タ
ー（
極
楽
殿
）

■
主

催
▼
内

町
舞
踊
協
会

■
問
い
合
わ
せ
先

1
２
３
９
―

０
９
０
８

代
表

芝
下

悠
遊
空
間

河
北
潟
さ
わ
や
か
フ
ェ
ス
タ
の
お
知
ら
せ

「
河
北
潟
」の
魅
力
を
広
く
町
民
の
み
な
さ
ま

に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、「
悠
遊
空
間
河
北

潟
さ
わ
や
か
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
し
ま
す
。
当

日
は
内

町
文
化
会
館
を
中
心
に
石
原
良
純

氏
の
記
念
講
演
や
、
干
拓
地
野
菜
物
産
フ
ェ
ア

な
ど
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日

時

10
月
８
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
場

所
▼
内

町
文
化
会
館

■
主

催

河
北
潟
環
境
対
策
期
成
同
盟
会

（
金
沢
市
・
か
ほ
く
市
・
津
幡
町
・
内

町
）

■
内

容

河
北
潟
干
拓
地
で
と
れ
た
野
菜
な
ど
の
即
売

河
北
潟
ミ
ニ
水
族
館

倶
利
迦
羅
そ
ば
等
の
試
食（
販
売
）

河
北
潟
に
ち
な
ん
だ
写
真
、パ
ネ
ル
等
の
展
示
等

開
催
記
念
講
演
会（
14
時
〜
15
時
30
分
）

「
こ
ん
な
に
楽
し
い
環
境
と
気
象
」

石
原
良
純
氏
（
俳
優
・
気
象
予
報
士
）

入
場
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

河
北
潟
環
境
対
策
期
成
同
盟
会

（
河
北
郡
市
会
内
）

1
２
８
９
―

２
５
１
８

ま
ち
づ
く
り
政
策
部

企
画
財
政
課

■
日

時

９
月
４
日（
日
）〜
９
月
７
日（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
場

所
▼
文
真
堂（
金
沢
市
尾
張
町
２
―

11
―

28
）

■
日

時
▼
９
月
９
日（
金
）〜
９
月
11
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（
最
終
日
の
み
午
後
４
時
30
分
）

■
場

所

内

町
役
場

６
階

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先
▼

内

町
書
道
協
会
事
務
局

1
２
８
６
―

３
３
３
１（
上
野
）

秋
の
夜
長
、
月
あ
か
り
の
も
と
で
、
虫
の
音

を
聞
き
な
が
ら
一
服
い
か
が

内

町
茶
道
協
会
で
は
、
風
と
砂
の
館
隣
の

「
惜
亭
」で
月
見
の
お
茶
会
を
い
た
し
ま
す
。

広
く
町
民
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

■
日

時

９
月
18
日（
日
）

午
後
６
時
30
分

■
場

所
▼
惜
亭（
風
と
砂
の
館
隣
）

■
参
加
費
▼
５
０
０
円（
当
日
ご
持
参
下
さ
い
）

■
参
加
申
込
み
▼
９
月
16
日（
金
）ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

内

町
茶
道
協
会
事
務
局

1
２
８
６
―

２
２
０
４（
大
倉
）

工
芸
協
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
展
を
今
年
も
開
催

し
ま
す
。
展
示
、
販
売
い
た
し
ま
す
の
で
、
多
数

の
方
々
の
ご
来
訪
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日

時
▼
９
月
12
日（
月
）〜
17
日（
土
）

■
場

所

内

町
役
場

６
階

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

1
２
３
８
―

９
４
７
７（
三
野
）

簡
単
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
講
座

【
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
方
法
・
減
量
方
法
を
伝
授
し

ま
す
】

■
開
催
日
▼
10
月
７
日（
金
）

■
時

間
▼
10
時
30
分
〜
12
時

■
講

師
▼
エ
イ
ム
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

■
内

容
▼
講
義
及
び
軽
い
運
動

■
受
講
料
▼
５
０
０
円

■
持
ち
物
▼
タ
オ
ル
・
内
履
き
ズ
ッ
ク
・
飲
み
物

■
定

員
▼
20
名

■
応
募
締
切
▼
９
月
26
日（
月
）

夫
婦
で
そ
ば
打
ち
入
門

【
夫
婦
で
仲
良
く
そ
ば
打
ち
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
】

■
開
催
日
▼
11
月
３
日（
木
・
祝
）文
化
の
日

■
時

間
▼
10
時
〜
13
時
30
分

■
講

師
▼
芦
谷

幸
治
郎

■
受
講
料
▼
ひ
と
り
５
０
０
円

（
そ
の
他
材
料
費
３
０
０
円
）

■
持
ち
物
▼
エ
プ
ロ
ン
等

■
定

員

12
名（
６
組
）夫
婦
で
参
加
の
方
優
先
し
ま
す
。

■
応
募
締
切
▼
10
月
24
日（
月
）

■
問
合
せ
及
び
申
込
み
先

働
く
女
性
の
家

第
１
回
内
　
舞
踊
ま
つ
り（
会
員
の
発
表
会
）

月
見
の
お
茶
会

書
道
協
会
展

第
13
回
内
　
町
工
芸
協
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
展

働
く
女
性
の
家
講
座
ご
案
内

生
涯
学
習
情
報 

学
び
の
風 

学
び
の
風 

テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の

石
原
良
純
氏
来
町
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知
っ
得
情
報

【
手
続
き
方
法
】

納
税
通
知
書
・
預
金
通
帳
・
預
金
口
座
使
用
印
を
お
持
ち
の
上
、

左
記
の
金
融
機
関
又
は
役
場
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

北
國
銀
行
・
福
井
銀
行
・
北
陸
銀
行
・
金
沢
信
用
金
庫
・
興
能
信
用

金
庫
・
の
と
共
栄
信
用
金
庫
・
石
川
か
ほ
く
農
業
協
同
組
合
・
郵
便
局

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員

森
井
道
男
氏

町
税（
住
民
税
、固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
）の
納
付
は
便
利
で
簡
単
な
手
続
き
の
口
座

振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

講

師

「
風
わ
た
る
」

演

題

文
化
会
館

３
階

視
聴
覚
室

場

所

９
月
16
日（
金
）午
後
１
時
30
分
〜

日

時

9
月
の
は
ま
な
す
大
学（
第
7
回
）

内

町
働
く
女
性
の
家

と
こ
ろ

９
月
16
日（
金
）午
後
１
時
〜
４
時

と

き

家
族
、
相
続
、
登
記
、
相
隣
関
係
、
交
通
安
全
、
税
金
、

年
金
、
消
費
生
活
、
役
所
の
窓
口
、
公
共
施
設
な
ど

今
月
の
人
権
・
行
政
相
談

総
務
部

税
務
課

問
い
合
わ
せ
先

今
月
の
納
税
納
期
限

平
成
17
年
9
月
30
日（
金
）

町
税
は
納
期
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

◆
国
民
健
康
保
険
税

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
第
６
期

8月23日（火）まで受付分

●棚付きパイプベッド
●パイプベッド
●2段ベッド
●パソコン用プリンター

●習字セット
●鶴小体操服（150cm）
●絵の具セット
●炊飯器

●大根布小夏・冬スカート
（150cm）
●テレビ20型

●鶴ヶ丘小制服（150cm～160cm） ●サークル型歩行器

●自動車用ジュニアシート ●クラシック音楽のCD

●ベビーゲート ●介護用ベッド ●ベビーベッド

●女児夏服（90cm～120cm） ●硬式用テニスラケット

●オルガン ●小学校1年生用の教科書

●少年用野球道具 ●ギター（クラシック・フォーク）

●電動鉛筆削り ●県住用網戸 ●地球儀

●幼児の玩具（乗り物系） ●子供用自転車16～18インチ

●CDラジカセ

譲ってください
（希望品）

●パソコン用17インチCRT

（入力ケーブル付）

●ボウリングのボール

●向粟崎小学校制服スカート（B体130cm）

●室内用すべり台

●男児洋服（0歳～1歳半）

●ピアニカ

譲ります
（提供品）

交渉成立
希望者

環境
対策室

提供者

登
録

（
6
ヶ
月
）

紹
介 登

録

（
6
ヶ
月
）

http://www.town.uchinada.ishikawa.jp/osirase/sittoku
◆不用品リサイクルの登録情報は内 町のホームページでもご覧いただけます。

町民福祉部 町民生活課 環境対策室 TEL.286-6701登録・問い合わせ先

家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、音楽用品、
ベビー用品、制服（町内小中学校）

登録できる品物

無料での提供のみお取扱いします。
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保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
りTEL.286-6101

乳児健診・予防接種 ★公費対象は、生後6か月児未満です。
（受付時間／13：15～14：00）

10月3日［月］
平成17年6月生対象

10月11日［火］
平成14年6月生

（受付時間／13：00～14：00）

9月20日［火］
平成16年2月生

9月27日［火］
平成17年5月生 対象対象

10月18日［火］
平成16年3月生

（受付時間／13：00～14：00）
対象

対象

10月25日［火］
平成17年6月生

（受付時間／13：00～14：00）
対象

11月7日［月］
平成17年7月生対象

12月5日［月］
平成17年8月生対象

保健センターでは、 
月に１回、 

健康相談日を設けました。 
お気軽にご利用ください。 

次回は、

11月14日［月］です。

9月12日［月］
10月 3日［月］

平成17年

会場 保健センター 時間 15：00～17：00

※栄養相談は事前にご連絡ください。

子どもの育児相談・栄養相談※

健診後の健康相談
肥満、糖尿病、高血圧などの相談
心の健康相談

0才児の親子あそびの教室

9月28日［水］
13：30～14：00

（受付時間／13：00～13：30）

テーマ 『ポンポンダンス』

受付時間をすぎた時は、
入室できない場合があります。

鶴が丘乳児保育園保育士
（子育て支援センター）

担当

１～３歳児の遊びの教室

9月14日［水］
10：00～11：00

（受付時間／9：30～10：00）

今月のテーマ

★「ピクニックごっこ」
ピクニックバックをつくるよ
●持ってくるもの
ハサミ のり
新聞紙サイズの
きれいな包装紙

受付時間をすぎた時は、
入室できない場合があります。

みんなで絵本を読む時間

9月29日［木］
★０～２才児のための絵本
10：30～11：00
★３才～小学生のための絵本
11：00～11：30

絵本の読みきかせやフリートーク、
子どもと楽しむ手あそびなどもあ
ります。お母さん、おばあちゃんな
どおとなだけの参加もどうぞ！どな
たでもお気軽においでくださいネ。

今月の絵本

『りんご』
松野正子 ぶん
鎌田暢子 え

（受付時間）13：15～14：00

9月26日［月］
【対象】平成16年6月～平成16年8月生（2回目）

平成16年5月生以前のお子さんで
ポリオ予防接種が終わっていない方
も接種できます。（ただし、満7歳
6ヶ月未満の方に限ります。）

10月17日［月］
【対象】平成16年9月～平成16年11月生（2回目）

10月24日［月］
【対象】平成16年12月～平成17年2月生（1回目）

10月31日［月］
【対象】平成17年3月～平成17年5月生（1回目）



10/3～11/7 毎週月曜日（祝日休講）
20:00～21:30
清湖小学校体育館
高校生以上　定員15名
（小中学生参加希望の場合は保護者同伴）

500円
（非会員の方はスポーツ安全保険に加入していただきます）
（保険料；一般1,500円ジュニア500円シニア800円）
内履きシューズ・タオル・補給用水分
ラケットをお持ちの方はご持参ください。
9/26（月）
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ウ
ェ
ル
カ
ム

プ
ラ
ッ
ツ

向粟崎
アカシア
旭ヶ丘
緑 台
千鳥台
向陽台
鶴ヶ丘1、2、3丁目
鶴ヶ丘4丁目
鶴ヶ丘5丁目
大根布

1,721

448

421

788

1,307

742

1,580

964

663

1,633

1,786

550

466

863

1,338

816

1,663

1,051

698

1,688

3,507

998

887

1,651

2,645

1,558

3,243

2,015

1,361

3,321

1,185

361

326

605

860

536

1,113

728

521

1,121

男
人 口
女 総 数

世帯数区 分

◆内　町字別人口世帯数 平成17年7月末

大清台
大学
ハマナス
宮坂
北部土地区画
西荒屋
室
湖西
計
前月増減

517

387

381

428

192

529

226

84

13,011

0

481

611

395

452

186

537

265

84

13,930

4

998

998

776

880

378

1,066

491

168

26,941

4

466

562

275

265

116

322

147

53

9,562

2

男
人 口
女 総 数

世帯数区 分

暑い夏もあとしばらくですね。終わってみると短い

ものです。7月23日の町民夏祭りにはプラッツも3種

目のニュースポーツコーナーを設けさせていただき、

130名ほどの参加がありました。これから秋に向かい

スポーツには最適の季節となります。ちょっと目を外

へ向け、体を動かしてみませんか？できることから始

めてみましょう。プラッツがお手伝いします。先月号

でご紹介した通り、ボクシングエクササイズ・アイド

ルダンス・初心者フレッシュテニスが、まもなく始ま

ります。

まだ空きがありますので、参加申込み受付中です！

Vol.4

日 時 受講料

会 場

対 象 持ち物

その他

申込締切

●ホームページ
http://www2.spacelan.ne.jp/~platz-u/index.html

●Eメール platz-u@m2.spacelan.ne.jp
TEL.286-1123   FAX.286-1132

スポーツクラブ　プラッツうちなだ事務局 
（内　町文化会館内） 

問い合わせ先

［月 10時～17時　火～金 10時～18時］ 

●１０月からは以下の教室が始まります。

●体育館・プールの会員無料開放は下記の通りです。随時会員募集中です！
● 次回予告 ●

10月23日（日）白山麓岩間噴泉塔群へ

のハイキングを予定しています。詳しく

は10月広報をご覧ください。詳細決定

次第ホームページへも掲載いたします。

イベント・セミナー名

初心者エアロビクス
（昼）

初心者エアロビクス
（夜）

太極拳

プール開放
（水中エクササイズ）

体育館開放

体育館開放

9月お休み・10/21（金）

9/26（月）・10/24（月）

毎週火曜日（第１を除く）

9/17（土）・10/15（土）

9月お休み・10/9（日）

9/25（日）・10/23（日）

10:00～
11:30

19:30～
21:00

13:00～
15:00

10:00～
12:00

13:00～
17:00

13:00～
17:00

勤労者体育センター

向粟崎小学校体育館

向粟崎体育館

屋内温水プール

向粟崎体育館

勤労者体育センター

日 時 間 場 所
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ゴ
ミ
収
集
／
当
番
医

浅野医院（内・小） 宗平内科医院（内・循・神内）

藤井産婦人科医院

かねだ医院（内・神経内）

土島整形外科医院

政岡医院（内・小）

おおたクリニック（内・小）

かほく市宇野気リ135 TEL.283-0002

内 町向陽台1丁目225 TEL.238-5151

かほく市高松ヲ2-6 TEL.281-1164

内 町旭ヶ丘148 TEL.238-4858

内 町鶴ヶ丘4丁目1-265 TEL.286-1766

津幡町太田は112 TEL.288-6000

保志場医院（産婦・内・小）

カセノ内科医院

山田耳鼻咽喉科医院

中田内科病院

柴田クリニック（小・皮）

津幡町井上の荘2丁目1-1 TEL.288-7600

かほく市高松ノ90甲 TEL.281-0069

かほく市木津に140-4 TEL.285-0008

津幡町津幡ロ5-10 TEL.288-2084

かほく市内日角6丁目35-1 TEL.283-1121

津幡町加賀爪ホ286 TEL.289-2572

9月14日［水］
10月19日［水］

9月15日［木］
10月20日［木］

9月16日［金］
10月21日［金］

●向粟崎保育所
●宮坂保育所
●北部保育所

アルミ缶、スチール缶、ペットボトルなどは、毎月１回各町会で回収し
ていただいていますが、お仕事などの都合で町会での回収へ持ち込みで
きない方のため、次のとおり休日リサイクルを行いますのでご利用くだ
さい。

●緑台保育所
●鶴ヶ丘保育所
●向陽台保育園

●鶴ヶ丘東保育所
●大根布保育所

お
願
い

問い合せ先

9月25日［日］
場　所

内　容 アルミ缶、スチール缶、ペットボトル、ビン類、
紙パック、廃食用油

お願い 缶、ビン類、ペットボトル等は洗ってお持ちください。

日　時 午前10：00～11：30

町民生活課 環境対策室 TEL.286-6701

ごみ搬出量平成17年7月分

622.97

46.39

669.36

24.85

15.98

もえるごみ

平成17年

648.46

44.53

692.99

25.80

21.40

平成16年

△ 25.49

1.86

△ 23.63

△ 0.95

△ 5.42

差引（ － ）

△ 3.93％

4.18％

△ 3.41％

△ 3.68％

△ 25.33％

増減率

もえないごみ

計

町民1人当り（㎏）

缶・びん・
ペットボトル等

（単位：トン）

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞等でご確認ください。

9月～10月
18［日］

19［祝］

23［祝］

9月
September

11［日］
25［日］

9［日］

10［祝］

10月
October

2［日］

未来のためのリサイクル

※スチール缶や空ビンは絶対に持ち込まないでください。
※新聞に折込チラシが混ざっていても構いません。
※新聞社から提供されるビニール製などの古新聞入れは
もえるごみなので持ち込まないでください。

A A BB

田中医院（耳鼻咽喉科）

一林医院（内・小）
内 町向陽台2丁目224 TEL.237-6923

津幡町庄ウ3 TEL.289-2002

きた眼科クリニック

村田医院（内・小）
かほく市白尾イ50-1 TEL.283-1515

内 町鶴ヶ丘2丁目8-15 TEL.286-0300

役場１階西駐車場

◆祝日、振替休日も、もえるごみの収集をします。
◆ペットボトルは、キャップとラベルをはずしてリサイクルに
出してください。リングは付けたままで結構です。

10月
収集地区

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎2・5丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴 ヶ 丘 4 丁 目

鶴 ヶ 丘 5 丁 目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大 学 1 丁 目

大 学 2 丁 目

大 根 布

宮 坂

北 部 土 地 区 画

西 荒 屋

室

湖 西

毎 週
火・金

毎 週
月・木

毎 週
火・金

毎 週
火・金

毎 週
月・木

毎 週
火・金

9月
もえる
ごみ

もえない
ごみ 資源物 もえる

ごみ
もえない
ごみ 資源物

14

14

14

14

9

9

9

2

9

2

2

2

2

7

7

7

7

7

7

7
23

11:00～12:00
18:30～19:30

21
11:00～12:00
18:30～19:30

5

16
19:00～20:00

14
19:00～20:00

16
18:30～19:30

14
18:30～19:30

16
19:00～20:00

14
19:00～20:00

16
19:30～20:30

14
19:30～20:30

15
19:00～20:00

20
19:00～20:00

15
20:00～21:00

20
20:00～21:00

15
19:00～20:00

20
19:00～20:00

16
6:30～7:30

21
6:30～7:30

30
6:30～7:30

28
6:30～7:30

29
19:00～20:00

27
19:00～20:00

29
19:00～20:00

27
19:00～20:00

18
8:00～8:50

16
8:00～8:30

23
8:00～9:00

21
8:00～9:00

23
19:00～20:00

21
19:00～20:00

23
18:30～19:30

21
18:30～19:30

23
19:00～20:00

21
19:00～20:00

23
19:00～20:00

21
19:00～20:00

23
19:00～20:00

21
18:00～19:00

23
18:30～19:30

21
18:30～19:30

12

12

12

12

14

14

14

7

14

7

7

7

7

5

5

5

5

5

5
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み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

坂さ
か

元げ
ん

大だ
い

樹き

大
根
布
１

林は
や
し

田だ

美
佳
子

み

か

こ

七
尾
市

土つ
ち

田だ

啓け
い

介す
け

千
鳥
台
１

草く
さ

野の

敬け
い

子こ

千
鳥
台
１

道ど
う

前ま
え

学
ま
な
ぶ

鶴
ケ
丘
２

世せ

古こ

奈
生
美

な

お

み

東
京
都

小こ

平ひ
ら

幸ゆ
き

弘ひ
ろ

鶴
ケ
丘
４

濱は
ま

中な
か

真
由
美

ま

ゆ

み

鶴
ケ
丘
４

松ま
つ

柳
や
な
ぎ

克か
つ

直な
お

鶴
ケ
丘
４

た
か

橋は
し

美み

幸ゆ
き

鶴
ケ
丘
４

内う
ち

田だ

進の
ぶ

洋ひ
ろ

向
陽
台
２

綱つ
な

嶋し
ま

雅ま
さ

子こ

向
陽
台
２

犬い
ぬ

原は
ら

真ま
さ

晋あ
き

鶴
ケ
丘
１

八は
っ

田た

真
由
美

ま

ゆ

み

鶴
ケ
丘
１

喜き

多た

啓け
い

新し
ん

緑
台
１

伊
勢

い

せ

谷た
に

彰
し
ょ
う

子こ

緑
台
１

猪い

村む
ら

吉よ
し

和か
ず

向
粟
崎
５

大お
お

塚つ
か

み
の
り

向
粟
崎
５

氏

名

父
・
母

住

所

川
岸

か
わ
ぎ
し

涼す
ず

楓か

靖
弘
・
美
和

大
根
布
５

当
房

と
う
ぼ
う

大た
い

輝き

剛
・
美
香

向
陽
台
２

松
原

ま
つ
ば
ら

晃
大

こ
う
だ
い

満
・
千
恵
子

鶴
ケ
丘
５

西に
し

田だ

百も
も

花か

一
彦
・
さ
お
り

宮
坂

倉
本

く
ら
も
と

恭
き
ょ
う

佳か

貴
章
・
昌
美

ア
カ
シ
ア
２

向む
か
い

彩あ
や

佳か

建
吉
・
光
子

ア
カ
シ
ア
２

村
上

む
ら
か
み

颯そ
う

太た

拓
・
良
子

ア
カ
シ
ア
２

新
谷

し
ん
た
に

栄は
る

人と

誠
・
順
子

鶴
ケ
丘
４

西に
し

部ぶ

華か

音の
ん

泰
弘
・
麻
紀

向
粟
崎
４

山
本

や
ま
も
と

葵
あ
お
い

宏
治
・
依
子

大
根
布
１

菊き
く

池ち

彩あ
や

音ね

龍
也
・
世
志
子

鶴
ケ
丘
４

今い
ま

井い

樹
里

じ

ゅ

り

裕
二
・
美
穂

千
鳥
台
２

源げ
ん

田だ

佳
夏

か

な

義
二
・
清
美

鶴
ケ
丘
５

西
川

に
し
か
わ

恭
平

き
ょ
う
へ
い

太
郎
・
薫

旭
ケ
丘

氏

名

住

所

年

齢

宮み
や

田た

ヨ
シ
子こ

室

86
歳

は
ま

田だ

外そ
と

雄お

宮
坂

82
歳

加か

藤と
う

勉
つ
と
む

緑
台
１

53
歳

根
布

ね

ぶ

原は
ら

敏
一

と
し
か
ず

大
根
布
１

63
歳

上
坂

か
み
さ
か

つ
よ
し

千
鳥
台
１

71
歳

表お
も
て

井い

静し
ず

枝え

鶴
ケ
丘
２

87
歳

湊み
な
と

屋や

清き
よ
ひ
ろ

千
鳥
台
２

89
歳

山や
ま

根ね

由
佳
里

ゆ

か

り

鶴
ケ
丘
５

41
歳

米よ
ね

田だ

一
と
く
い
ち

向
粟
崎
２

77
歳

竹
村

た
け
む
ら

け
い

子こ

緑
台
１

61
歳

三み
や

宅け

ヨ
シ
ノ

大
根
布
８

94
歳

芹
川

せ
り
か
わ

久ひ
さ

江え

鶴
ケ
丘
５

69
歳

本
山

も
と
や
ま

外そ
と

大
根
布
５

91
歳

福ふ
く

田だ

節せ
つ

子こ

鶴
ケ
丘
５

82
歳

山や
ま

田だ

清
き
よ
し

向
粟
崎
１

48
歳

本も
と

山や
ま

清
治

き
よ
は
る

大
清
台

78
歳

和わ

澤ざ
わ

こ

と

ア
カ
シ
ア
１

100
歳

満み
つ

田だ

範
一

の
り
か
ず

大
清
台

69
歳

北
海
道
に
生
ま
れ
、
縁
が

あ
っ
て
内

に
住
む
よ
う
に

な
っ
て
35
年
に
な
り
ま
す
。

趣
味
は
囲
碁
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
、
と
歌
う
こ
と
で
す
。

歌
は
若
い
頃
か
ら
好
き
で
歌

を
通
し
て
多
く
の
人
と
出
会

い
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
、
遠
藤

実
、
聖
川
湧
さ
ん
の
審
査
で
、

は
か
ら
ず
も
入
賞
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
も
思
い
出
と

な
っ
て
い
ま
す
。

鶴
ヶ
丘
５
丁
目
老
人
会
で

は
カ
ラ
オ
ケ
教
室
が
活
発
で
、
踊
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の

会
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
夕
陽
ヶ
丘
苑
、
内

温
泉
病
院
な
ど
の

施
設
へ
慰
問
に
行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
他
の
施
設
か
ら
声
を
か
け
て
い
た

だ
き
、
ギ
タ
ー
演
奏
を
さ
れ
る
方
や
踊
り
の
方
々
と
一
緒
に
慰
問

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

好
き
な
歌
を
う
た
っ
て
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
自
分
も

楽
し
め
る
こ
と
に
感
謝
を
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
囲
碁
で
頭
を

使
い
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
体
を
使
い
、
心
で
歌
を
う
た
い
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

遊
歩
道
付
近
の
住
民
が
利
用
で
き
る
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
場
が
あ
れ
ば
い
い
な
あ
、
と
思
っ
て

い
ま
す
。

次回のまいどさんは
徳田さんから
誰にバトンタッチ
するのかお楽しみに!

このコーナーでは、
毎回出場者に次回出場者を

リレー方式で
紹介してもらいます。

今
月
は

尾
形

喬
さ
ん
か
ら
紹
介
の
あ
っ
た

徳
田
昭
一
さ
ん

に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

と
く

だ

し
ょ
う
い
ち お

が
た

た
か
し

徳田昭一さん（鶴ヶ丘）

平
成
17
年
８
月
11
日
迄
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羽幌町と姉妹都市提携
（昭和55年10月１日）

第5回

北海道羽幌町は人口約9,000人、北海道北部

の日本海側、留萌管内のほぼ中央に位置します。

昭和55年10月1日内 町と羽幌町の姉妹都市

提携調印式が行われました。元来、内 村は純漁

村で豊漁、不漁に生活が左右される状況におかれ

ていましたが、明治期に入ると全国的に出稼ぎ漁

業を展開していきました。出稼ぎ漁業は旧松任市

や旧美川町から始まり、加賀や福井などに範囲を

拡大し、北海道でのニシン漁に至ります。内 漁

民は羽幌川北岸の浜辺に舟揚場を借り、ここに集

落をつくり漁業の発展に伴い定住するようになり

ました。羽幌には現在も内 出身者が多く住んで

います。

●羽幌町で行われた姉妹都市提携調印式

発 行

〒920-0292 石川県河北郡内　町字大学１丁目２番地１
TEL（076）286-1111／FAX（076）286-0617
Eメール：uchinada@town.uchinada.ishikawa.jp

●広報に掲載された写真を差し上げます。ご希望の方は広報担当まで　TEL（076）286-6753

http://www.nsknet.or.jp/uchinada/

2005.9.5

８
月
生
ま
れ
で
す
が
、
暑

さ
に
は
滅
法
弱
い
私
で
す
。

異
常
な
ま
で
の
多
量
の
汗
を

流
し
な
が
ら
、
取
材
に
歩
き

ま
わ
っ
て
い
ま
す
。
一
番
厳

し
い
の
は
ク
ー
ラ
ー
の
効
い

た
屋
内
と
灼
熱
の
屋
外
の
温

度
差
。
体
調
を
崩
さ
ぬ
よ
う

頑
張
り
ま
す
。

７
月
か
ら
広
報
紙
の
手
伝

い
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
公
聴
広
報
室
の
ｋ
で
す
。

ｋ
・
ｋ
・
ｋ
と
続
く
か
ら
と
い

っ
て
決
し
て
怪
し
い
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。（
ち
な
み

に
相
方
も
イ
ニ
シ
ャ
ル
は
ｋ

で
す
）
役
所
と
い
う
お
堅ｋ

い

イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
気ｋ

負

わ
ず
、
暮ｋ

し
に
密
着
し
た
情

報
を
お
届
け
し
ま
す
。電
話
、

手
紙
、
メ
ー
ル
等
、
励
ま
し

や
お
叱
り
の
声
を
い
た
だ
け

れ
ば
、
望
外
の
幸
せ
で
す
。

・
・
・
・

・

・
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